
、



川？。鬱讐で
代入② 式変形で1次以下の式を作る

〈考え方②？では確保
が=×女2-2a×+a）+2嵊"

!

'

→ なんでも！ 一割いる。
=x（た2aX taり

く考え方が +2a（た2axtajidxt𨥫！ばここまでは倍数水29×+92）が+29一二（×+2a）（が
2a Xt

"

+392×-293-- 4が出嚙 t

が
坳
舟

に斌が
3でx-2が これが余り.

〈考え方30>剰余の定理でよくある手法より余りは3に11-29うーー，である。 良問1A2B 34/100
xたPM(x-a）2+A×+B・・ とおく。



X=aを代入して. 余りに関して恒等式となり、
d = a A t B - . - ③ もう1式どう作る？ 式が2つ立ちそう . と見越す .

①煞 × で 微 分 し て
3×2=p'（x）（x-a）2+ 2P(x）（x-a)tA い）の考え方の②どっちでもいい
ここにX=aを代入して

"

は厳しい、なぜ？） がここでは20で
392--_-1-. . . ③

x?x（×2+××+p）-が一px
②

"

よ り A=3で、 B=-293 = x（が a t
よって余りは 392×-29う

ー ー

ー〆（x2+××+p）-p×+×2×+p
=（×_×）（かなか？主に

"

器

☆何でもよいので、2通りで解いて 割り切れる

。瀦一体
翻匊。側
がme。これが恒等ダーターに3X the等しいための12） い）が使えそうで使えないので、 必要十分条件は、まずは割るしかなさそう.
（詳しい考察は前回の初見動画で） Thについての



｛がp=3 - 4 0 →〆について実数解の個数を
p = f . . である

#

調べられそうなので、問題を
☆係数比較 整理する。
lokedieで確認）

題意と同値な条件、
ここで、 60を満たす異なる実数解のの

あとはbによって GP）が何Jあるか 個数をXとすると.がよりの1つに
言周べればよさそう. 対して？は1つーー定まるので、一

は、

"

t f凹縫数、

④かつのを満たす は、p）の組の

t.IEな
の
で！

さらに.は、

❤

）の組とf(x）は1対1に
連立方程式なので一文字消去したい、 対応すーーるので、州）の個数_
→ pがラクに消せそう. な、p ) fix）
④ より

P=が3で第.⑤に代入する ：Zjf 全て対応してかぶりがない .
と、 〆に3）=b.. を得る。

i . 個数も同じ .



""が翮點
瀚※""は
メの個数Xを求めればよい。」整理完了. ||b|<2のと

き37
それは、 1b |=2 n 2 コ
Y=ド-3人 の共有点の何學 気に.. に

ー ー 、

となる

ly..t
等しい。（定数分離されてる）で処理しやすく 絶対値でまとめるとラク.
☆ y=ド-3人くらいであれば、
すぐに書いてしまおう.

は八 yが-3人

※.・・，.・，_私の




